
対象
学生

◎：履修を強く推奨する科目
○：推奨科目

法律の存在意義や社
会的役割、その基本
的な仕組みととも
に、組織管理の基礎
知識を学ぶ。

経済学と、取引や企
業に関する法律の考
え方を修得する。ま
た企業の経営に必要
な幅広い知識を修得
する。

顧客との契約の際に
不可欠な消費者法
や、金融や知的財産
権、不動産などの分
野で企業活動に必要
な法律知識を修得す
る。また、事務処理
能力の向上のために
情報処理技術を強化
する。

紛争の防止や解決の
手続きに対応できる
法律を、実務的観点
も交えながら修得す
る。法律の、ビジネ
スとの関わりや、そ
こで果たす役割を調
査研究してまとめ
る。

１年次 2年次 3年次 4年次

観光リスクマネジメント論 2 2 ○ ○

ホスピタリティと法律 2 2 ◎

マーケティング理論 2 2 ○ ○

ICTマーケティング 2 2 ○ ○

マーケティング分析 2 2 ○ ○

環境マーケティング 2 2 ○ ○

消費者心理・行動論 2 2 ○

外国為替入門 2 2 ○ ○

金融論 2 2 ○ ○

情報通信技術と社会 2 1 ○

リスクマネジメント入門 2 2 ○ ○

経営管理論 2 2 ○ ○

人事資源管理論 2 2 ○ ○

コーポレートガバナンス論 2 2 ○

簿記Ⅰ 2 1 ○

簿記Ⅱ 2 1 ○

簿記Ⅲ 2 2 ○

簿記Ⅳ 2 2 ○

現代社会と監査 2 2 ○

内部統制とリスクマネジメント 2 2 ○

税法概説 2 2 ◎

財務管理基礎 2 2 ○

財務管理応用 2 2 ○

税務会計基礎 2 2 ○ ○

税務会計応用 2 2 ○ ○

「経済・法律科目群」履修モデル

企業の法務部門を中心に、総務や企画等の
管理部門への就職を目指す学生

学修の重点分野
ビジネスや企業の管理運営に欠かせない法律や税務会
計の知識と、それを活用する実践的な能力を身に付け
る。国際化への対応を視野に英語力を向上する。

取得したい資格・試験、履修を強く推奨する実習・演習等 ファイナンシャルプランナー
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学修ストーリーの考え方
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ミクロ経済学 2 2 ○

マクロ経済学 2 2 ◎

国際経済入門 2 2 ○

環境と経済 2 2 ○

民法Ⅰ(財産・取引) 2 2 ◎

民法Ⅱ(契約・不法行為・家族) 2 2 ◎

企業法Ⅰ(会社法) 2 2 ◎

企業法Ⅱ(商法・金融商品取引法) 2 2 ◎

国際取引法 2 2 ○

不動産ビジネスと法律 2 2 ○

民事紛争解決手続 2 2 ○

登記と手続 2 2 ○

自由な競争の法律(経済法Ⅰ) 2 2 ◎

公正な競争の法律(経済法Ⅱ) 2 2 ◎

ブランドと名称の法律(知的財産権法Ⅰ) 2 2 ◎

著作権ビジネスと法律(知的財産権法Ⅱ) 2 2 ◎

消費者法 2 2 ◎

情報ネットワークと法律 2 2 ○

経営情報リテラシー 2 1 ○

経営と環境 2 1 ○

経営情報システム論 2 2 ○ ○

知的財産戦略論 2 2 ○

情報セキュリティ 2 2 ○ ○
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